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1．はじめに
　本校は，昭和 45 年（1970 年），近隣の工業
団地（丘里工業団地，北利根工業団地，名崎工
業団地）や，地域産業界及び地域住民から，「地
域を支える技術者を育成する学校が必要」とい
う要望により，自然あふれる葛生（かずろう）
の地に建設された。
　敷地面積は東京ドームの約 2倍で，グランド

には独立した野球場や 400 mの陸上トラック
を有するなど施設設備が充実した学舎である。
　レーザー加工機を使ったものづくりでは，ワ
ークショップでも活用できる「ポスタワーボー
ド」も開発され，実用に活かされている。
　『智　和　憤』を校訓に，創立 47 年を迎える
本校は現在，機械科 80 名，電子機械科 40 名，
電気科 40 名 3 学科 4学級の設置校として，地
域産業を支える人材を輩出している。
　本校は，「ものづくりは人づくり」をモット
ーに『ものづくり先進校』を目指している。こ
れにより，工業技術を学ぶ意義が深まり，得ら
れた知識や資格が生徒の力となると言える。

2．SWOT分析を活かした取組
　本校の置かれた環境や課題を整理するため

アクティブ・チャレンジで　
ものづくり先進校を目指せ！

茨城県立総和工業高等学校長　高橋　俊英

写真1　緑に囲まれた本校舎

写真2　設備の整った野球場

写真3　レーザー加工機を操作する生徒たち 写真5　発表後の生徒たち

写真4　開発したポスタワーボード
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　生物物理学者で東京大学名誉教授である筆者
は，横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等
学校の常任スーパーアドバイザーに就任し，将
来の科学者・技術者を目指す高校生に週に 1回，
サロン的な雰囲気の中で，サイエンスに対する
見方・考え方を伝授している。
　本書では，このような実践を踏まえて，これ
からの科学技術の発展を担う若者に伝えたいサ
イエンスの世界観を語っている。その中で，特
に印象に残ったことを 3点ほど紹介したい。
　一つ目は，「暗黙知」と「形式知」の話である。
「天才は一を聞けば十を知る，と言われている。
今まで頭の中をふらついていて行き場のなかっ
た九の暗黙知が，一を聞いたことで理解のきっ
かけを見つけ，その周りに集まってくる。そし
て，自分の新しい知識としてまとまってくる。
だから，若いときにはできるだけたくさんの暗
黙知を頭の中に入れておくことが大事」。サロ
ンでの講義の一場面である。
　暗黙知の例として，「高山では息切れする」，
「高い山では，水は低温で沸騰する」などを挙げ，
それを「高度が上がると気圧が下がる」，「気圧
が下がると沸点が下がる」などの形式知に変換
する。その原動力となるのが科学技術であると
説明している。体験を多く積み重ね，暗黙知の
引き出しをたくさんもつことが大切であること
を伝えている。
　工業教育に照らして考えてみると，多くの時
間を使って行っている実習などの体験的活動を
通して，生徒は多くの暗黙知を獲得している。
この暗黙知を覚醒させ，これを形式知にどのよ
うに変換していくかということが大切であるこ
とを改めて認識する。

　二つ目が，「知識」と「智恵」と「心」の話
である。「知識は書物，授業，会話，インター
ネットなどから得た情報で，智恵は自分の頭で
生むものだ。わずかな知識でも，智恵を出して
まとめると，自分だけの知識となっていく。そ
れが面白くてもっと知識がほしくなる。」と知
識偏重の教育を戒めている。
　そして，知識と智恵を回すには，「よく見る，
観察する」，「創る，まとめる」，「理解する，納
得する」のステップが重要であるとしている。
また，知識と智恵に加えて，愛，慈悲，思いや
り，信頼，さらに負の要素でもある欲なども含
めた心の重要性を示している。
　この知識，智恵，心の 3軸の調和と相互作用
の考え方は，今日，中央教育審議会で議論され
ている育てたい資質・能力の 3本柱，すなわち
「何を知っているか，何ができるか（個別の知
識・技能）」，「知っていること・できることを
どう使うか（思考力・判断力・表現力等）」，「ど
のように社会・世界と関わり，よりよい人生を
送るか（学びに向かう力，人間性等）」の考え
方とまさに相通じるものがある。
　三つ目は，「科学」と「技術」の話である。
新しい法則や原理を見つける科学と，それを使
ってこれまでになかったものを作る技術とを相
互に行き来する中で智が発展するということを
伝えている。
　「日本を真の科学技術立国にするには，大胆
な発想の転換が必要だ。技術サイドが得意な日
本の戦略は，欧米諸国の科学サイドからのそれ
と違って，いっこうに差し支えない。この際頭
を柔らかくして，わが国の『技術が新しい科学
を創出する』得意技を使い，日本独自の道を確
立するのだ。」と，智の発展には科学と技術の
ハイブリッﾄﾞが必要であるとし，科学と技術は
峻別できないことを伝えている。

（ウェッジ選書，223 頁，1,400 円＋税）　（巽公一）

サイエンス思考
「知識」を「理解」に変える実践的方法論

和田昭允　著
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SWOT分析を行った結果は次の通りである。
⑴　強み （Strengths）：ものづくり実践力，恵
まれた施設設備，強い就職力等
⑵　弱み （Weaknesses）：交通不便地域，学力
向上等の課題，定員の確保等
⑶　機会 （Opportunities）：近隣工業団地，地
域イベントの開催，近隣校の連携等
⑷　脅威 （Threats）：少子化，普通化志向，隣
接県への生徒の流出等
3．�「ものづくり」を活かしたアクティブ・
チャレンジ（AC）

　SWOT分析を元に，学校経営資源の最適な取
組は，アクティブ・チャレンジ（AC）と名付け，
それぞれに割り当ててみた。
⑴　強み （Strengths）を活かした AC

　①ものづくりによる地域貢献
　②資格取得・技能教育の推進
　③ものづくりを活かした防災教育の推進
⑵　弱み （Weaknesses）克服のための AC

　①学力向上推進校指定
　② NIE指定校　　③生徒の連帯意識向上
⑶　機会 （Opportunities）を活かした AC

　①企業実習等による勤労観・職業観の育成
　②高大連携等の活用
⑷　脅威 （Threats）を抑制するための AC

　①市内中高・校長会の発足
　②学校情報の積極的な発信
　学校組織でも，強み（Strengths）と機会

（Opportunities）は最大のチャンスであり，弱
み （Weaknesses）と脅威 （Threats）は，十分な
対応を検討する要項となる。

4．強み（Strengths）を活かしたAC
⑴　ものづくりによる地域貢献
○「関東どまんなか祭」
　（古河市商工観光課主催）への出展
　・ ものづくり体験ブースを出展し，市民と共

に，ちりとり等を製作。
○「近隣小中学校への出前授業」の実施
　・生徒が製作した EVカーを披露。
（2）資格取得・技能教育の推進
○資格取得の推進
　・危険物取扱者試験
　・第二種電気工事士試験等
○技能教育の推進
　・機械加工普通旋盤作業 3級
　・電子機器組立 3級

図1　本校のSWOT分析

写真7　先輩が指導する電工筆記問題演習

写真8　電子回路組立3級に挑む生徒

写真6　EVカーに試乗する小学生
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　・フォークリフト技能講習等
⑶　ものづくりを活かした防災教育の推進
○「ワイルド・ストーブ」を試作
　・ 機械工作実習で，災害時に使用できる「ワ

イルド・ストーブ」を試作。
○「お礼を言う募金箱」を製作
　・ PTA総会での募金活動では，生徒が製作

した募金箱が大好評であった。
5．�弱み（Weaknesses）克服のためのAC
⑴　学力向上推進校指定：県指定
・ 県教委や大学等の支援や，基礎学力向上のた
めのシステムの構築。
⑵　NIE指定校：茨城県認定校
・ 言語学習を推進させ，社会を知り考える力を

育むために，新聞を活用する。
⑶　生徒の連帯意識向上
○生徒会活動の活性化
　・ 生徒会による地域清掃活動や，校内活性化

の推進。cf　陸上部等壮行会
○クラスマッチや学校全体での取組
　・ クラスマッチでのクラスの親睦や，学校が

一つとなる野球応援の実施。
6．機会（Opportunities）を活かしたAC
⑴　企業実習等による勤労観・職業観の育成
○「企業人事担当者による職業講話」実施
　・基礎基本を大切に学ぶ。
○「インターンシップ」の実施
　・ 短期間であるが，ものの見方考え方が大き

く成長する。この就業体験が就職先での離
職を減少させている。

○「企業実習」（課題研究）の実施
　・ 安全教育では，事故を起こさない努力と発

生時の対処法について学んだ。目配り気配
り段取りが大切である事を学んだ。

⑵　高大連携等の活用

写真13　企業実習を行う生徒たち写真11　新聞が掲示されたポスタワー

写真10　新聞記事を整理する生徒たち

写真12　クラスマッチ後の記念写真写真9　募金活動を行う生徒たち
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○足利工大との高大連携の調印
○日本工大との高大連携活動
　・物理学と平行二輪車の体感。
７．�脅威（Threats）を抑制するためのAC
⑴　市内中高・校長会の発足
○市内中・高学校長連絡協議会の発足
　・ 市内の中学校 9校と，高等学校 6校が連携

し，地域の生徒を育てる。
⑵　学校情報の積極的な発信
○学校情報紙「Dream Factory」発行
　・ 年間 150 号をWeb配信し，県のコンテス

トでも評価を受けている。
○ブログ「教頭の気まぐれ日記」の発行
　・本校の日々の新鮮話題を発信。
8．これまでの取組と成果
　ものづくりの特色を活かした，一つ一つのア
クション・チャレンジの積み重ねにより，生徒
の意識向上や，市民との交流や理解に役立って
いる。「関東どまんなか祭」では，本校の生徒
が指導役となって，小学生から年輩の方まで，
ちりとり製作に楽しく取り組んでいた。

　本校の内定率は，6年連続 100％であり，企
業実習等も大きな要因となる。生徒の観点別自
己評価がその成長を如実に示している。
　平成 27 年度，㈱日野自動車に 13 名が内定す
るなど，生徒の目的意識や，自己の在り方をし
っかり考え成長した成果と言える。
9．次代を担う有意な人材育成のために
　ものづくりで，次代の地域産業の担い手とな
る本校の生徒には，社会の出来事や技術革新を
新聞等で敏感に察知しながら考え，ものづくり
実践に活かすことが重要となる。そのため，も
のづくりの基礎的な知識及び技能を習得させ，
これらを活用し課題を解決するために必要な思
考力，判断力，表現力等を養い，アクティブに
学ぶための 3つの姿勢を次に示した。
⑴　明るく前向きな姿勢
⑵　情報を掴み考える姿勢
⑶　ものづくりを社会に活かす姿勢
　これまで実践してきたアクティブ・チャレン
ジは，まだまだ課題が多い。しかし，常に検証
を重ね，『ものづくり先進校』として，有意な
人材育成のため果敢に挑戦していきたい。

写真17　日野自動車に内定した生徒たち

写真16　企業実習と評価表

写真15　小学生に優しく教える生徒

写真14　学校情報紙「ドリーム・ファクトリー」
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